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第４回策定委員会での主な意見と対応 

 

前回（第３回）の会議で出された意見等への対応 

番号 意 見 等 対応方針 

１ 「暮らしの豊かさ」につい

て、「一定の人口が集中する

ことによって生まれる出会

いや交流」という書き方に違

和感がある。フィジカルな空

間で人が集まることも重要

であるが、ＳＮＳなど、オン

ラインを通じた出会いなど、

出会う・交流する方法は様々

で流動性も高い。 

 

・新たに「１－１．まちづくりの基本的な視点」を設定し、

秋田市の都市の成り立ちの中で、自然環境や伝統文化な

どについて記載した。 

・「１－２．まちづくりの基本理念」の説明では、『暮らし

の豊かさ＝一定の人口が必要』という限定的な表現にな

らないよう留意し記載を行った。 

【資料２：１～３頁】 

 

２ 暮らしに必要な機能が確

保されていることも大切だ

が、自然や伝統、地域の資源

そのものについても触れら

れると、秋田における「暮ら

しの豊かさ」というメッセー

ジ性とわかりやすさが出る

のではという印象を持った。 

 

 

  

資料１ 
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議事１ 目指すべき都市の姿および全体構想（土地利用、交通体系） 

番号 意 見 等 対応方針 

１ １頁目の基本理念に記載

されている説明の冒頭で、

「豊かさ」に関する幅広な要

素を少し入れ、そのために総

合都市計画ではこういった

空間形成を図っていくとい

うストーリーになれば良い

のかと思った。１頁目の下の

段は、ナラティブな書き方で

良いと思う。 

 

・いただいたご意見を踏まえ、「１－１．まちづくりの基本

的な視点」および「１－２．まちづくりの基本理念」に

て記載を行った。 

【資料２：１～３頁】 

 

２ 「豊かさ」に関し、アクシ

ョンを示すのは難しいと思

う。目標を達成することで、

理念に記載された内容にも

寄与するという整理だとわ

かりやすくなるのかと思っ

た。 

 

３ 目標１の４つ目に「既存ス

トックの有効活用」とある

が、資料３の１０頁にある表

現と同様にしてもらえれば、

ストレートでわかりやすい

と思った。 

 

・「目標」に記載している内容の達成に向けた方針を「目標

達成に向けた取組方針」に記載している。そのため、目

標では「既存ストックの有効活用」を行うという大きな

方向性のみを記載しており、前回委員会の内容のとおり

とした。 

【資料２：４頁】 
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番号 意 見 等 対応方針 

４ 目標２・３と比較し、目標

１が重たい印象を受ける。 

目標１を都市構造の目標

とし、その他を都市構造の中

で行われる活動や行動、それ

に付随する要素に関する目

標として記載するとわかり

やすいのではと思った。 

 

・各委員からのご意見を踏まえ、目標１のタイトルを以下

のとおり修正した。 

 新）市民生活を支える持続可能な多核集約型コンパクト

シティの形成 

 旧）持続可能な市民生活を支える都市構造の形成 

・都心・中心市街地や地域中心に関しては、タイトルの「多

核」を成すものとして、説明文の中で記載を行った。 

【資料２：４頁】 

 

５ 目標の修正案は、前回の議

論を踏まえ、都市構造の内容

と多核集約型のコンパクト

シティの内容がまとまって

おり、これで良いと思う。 

勘違いが出るとすれば「都

市構造の形成」という表現を

使用していることに要因が

あると思う。 

 

６ 目標をまとめたことで、

「中心市街地」や「地域中心」

という言葉が目標タイトル

から消えてしまい、良いのか

なというように思った。修正

案の目標１で、「多核集約型

の都市構造」と入れてもらえ

れば対処できるのかと思う。

更に、全体の都市構造の内容

と中心市街地や地域中心の

内容を分けて記載できれば、

ベストと思っている。 
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番号 意 見 等 対応方針 

７ 目標２の２つ目に「歴史・

文化や風土、伝統等の魅力を

生かし、良好な景観を形成・

育成する」とある。内容はこ

のとおりだが、平易な表現

で、どこまで実施するのかが

感じ取れない。寺町の景観の

問題など、市が積極的に関与

して景観形成・育成をしてい

くというニュアンスが感じ

取れる言い回しにしていた

だければと思う。 

 

・景観形成に関する具体の方針に関しては、「２－５．景観

形成の方針」に記載することとなり、目標部分では大き

な方向性のみを記載するため、前回委員会の内容のとお

りとした。 

【資料２：４頁】 

 

 

８ 市街化調整区域の開発に

ついて、周辺への影響の恐れ

がないもの、都市構造の影響

というものについて、一定の

考え方や方向性を総合都市

計画で記載することが重要

ではないか。 

 

・全体構想・土地利用の方針に記載の市街化調整区域での

開発に関する方針について、以下のとおり修正した。 

 新）既存集落の維持・活性化や・・・を図り、都心・中

心市街地および当該地区の地域中心への影響や市街

化の促進など・・・。 

 旧）既存集落の維持・活性化や・・・を図り、都市構造

への影響や市街化の促進など・・・。 

【資料２：16 頁】 

９ 大規模開発への懸念は必

要だが、農家レストランや農

家民宿など、既存の資源を生

かした起業を行いたいと思

っている若い世代、もしくは

Ｉターン者が農村に入って

いけるような制度設計も必

要かと思う。 

 

・農家レストラン等の立地については、既存の開発許可制

度の枠組のなかで対応が可能である。 

・なお、土地利用の方針に記載した「既存集落の維持・活

性化に資する計画的な開発」に対応する具体策として、

実現化方策において、「都市農村交流マスタープランに

基づく農山村地域の活性化に資する施設の立地促進」の

記載を検討している。 

【資料２：16 頁】 

10 災害リスクが高い区域に

ついて、居住が好ましくない

地域や災害の危険性が高い

地域など、どういった表現で

示すかによって印象が変わ

ってくる。不動産の価値も変

わる可能性があり、非常に重

要なことだと思うし、慎重に

取り扱う必要がある。 

 

・災害リスクが高く、居住誘導区域の見直しの対象となっ

た範囲に関し、新たに名称設定を行うことは考えていな

い。 

・なお、災害リスクの高い区域は、洪水浸水想定区域図な

ど既存のハザードマップの内容に基づき、「どのような

災害が発生するおそれがあり、どのようなリスクが想定

されているのか」の周知を行っていく。 
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議事２ 全体構想（住環境・市街地整備、水と緑の整備・保全、その他の都市施設の整備等） 

番号 意 見 等 対応方針 

１ 秋田駅西口の芝生広場を

どのようなシステムで活用

していくかが重要だと思っ

た。また、南通り周辺エリア

の民間事業所のリノベーシ

ョンについても、どのように

広げていくのかということ

が重要だと思っており、少し

方針をつくっていただきた

い。 

 

・住環境・市街地整備の方針において、「市民や事業者、NPO、

行政等の多様な主体の協働による地域の価値の向上」を

位置づけ、官民協働のまちづくりに係る方針の記載を行

った。 

・秋田駅西口の芝生広場の活用や南通り周辺のリノベーシ

ョン促進に限らず、民間活力の活用によるエリアマネジ

メントを進めていくことが重要であると考えている。 

・エリアマネジメントを進めていくにあたり、市は、団体

の設立や活動を支援していく立場にあり、エリアマネジ

メントの考えの周知等を含め、実現化方策で具体の事業

を記載する考えである。 

【資料２：30 頁】 

 

２ まちづくり活動について、

どういった価値基準、判断基

準で支援するのかについて、

総合都市計画の中で扱うこ

とは良いだろうと考えられ

る。 

 

３ まちづくり活動を積極的

に促進していくというエッ

センスについて、どこかにま

とめて計画に落とし込んで

欲しい。 

 

４ 秋田駅西口の芝生広場や

千秋公園のポケットパーク

は、文字や絵で書かれている

ものだけではなく、具体のイ

メージを強調して記載でき

れば有効な計画になるので

はないか。 
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番号 意 見 等 対応方針 

５ 雄和や河辺地域でも、廃校

など利活用が進んでいない

既存施設を利活用し、その周

辺のトレッキング体験、収穫

祭やチャレンジショップの

開催などが考えられ、拠点地

域の賑わいづくりについて、

雄和や河辺でも起こり得る

のではと思った。 

 

・居心地が良く歩きたくなる環境整備は、国土交通省が推

し進めている「まちなかウォーカブル推進プログラム」

の活用を想定した方針であり、本市においては、居住誘

導区域内の中心部など、にぎわいあふれるまちなかづく

りに必要な施策を重点的・集中的に講じる必要がある範

囲が対象となる。 

・一方、いただいたご意見に関しては、地域の特性をいか

した取組であると捉えており、具体な相談や案件があっ

た場合には、本計画に定める下記方針に基づき、個別に

検討・対応していく。 

⇒都市計画区域内における土地利用の規制・誘導（市

街化調整区域） 

⇒田園共生地区の土地利用の方針 

【資料２：31頁（地域特性をいかした取組：16、20 頁）】 

６ 安心して暮らせる住まい

づくりというところだが、福

祉施設やサービス付き高齢

者向け住宅も含まれると思

う。災害リスクの高い範囲に

ついては、住宅だけでなく、

福祉施設の整備に関しても

考慮してもらえるような、そ

ういった表現を入れるとい

う考えはないか。 

 

・今般の都市計画法改正により、災害レッドゾーン（災害

危険区域や土砂災害特別警戒区域、地すべり防止区域等）

での自己業務用施設の開発が原則禁止となり、福祉施設

等に関してもその対象となる。 

・一方、洪水の浸水想定区域は災害レッドゾーンではない

ため、福祉施設等の立地を制限することは困難である。 

・そのため、災害ハザードマップを活用した情報周知等に

より、災害リスクの低い区域での立地を促進していく。 

・なお、要配慮者利用施設の避難体制の強化を図るため、

洪水浸水想定区域または土砂災害警戒区域内の秋田市地

域防災計画に記載された要配慮者利用施設の所有者また

は管理者に対し、避難確保計画の作成および避難訓練の

実施が義務付けられている。 

７ 景観に関する方針は、住環

境・市街地整備の方針の中に

入れるべきだと思う。 

 

・総合都市計画に位置づける景観形成の方針は、本市の景

観要素である自然環境や市街地等を対象としていること

から、「２－５．景観形成の方針」とし、１つの章として

取り扱うこととした。 

【資料２：39 頁】 

 

 

８ 景観の方針は、住環境・市

街地整備の中に記載するこ

とも大事だと思う。一方で、

文化的な景観の豊かさも関

わってくると思うので、緑と

か住環境を包括する形で１

つ章を作っても良いのでは

ないかとも思った。 
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番号 意 見 等 対応方針 

９ 「秋田市のイメージを形

成する景観形成」の部分で、

ライトアップや新たな観光

コンテンツにつながるよう

な表現を入れてもらえると

ありがたい。 

 

・総合都市計画では、「景観形成の方針」を位置づけるもの

であり、その内容に基づき、景観づくりの方向性や保全

のための留意事項等を景観計画において位置づけること

となる。 

・観光コンテンツにつながる主旨の方向性として、「（２）

活気のある都市景観の形成－地域特性を生かした景観形

成」の１点目に、「主要な観光資源の周辺」を追記修正し

た。 

【資料２：39 頁】 

10 土崎の祭りを実施するメ

イン道路や、川反通りなど、

伝統文化や観光に必要なと

ころを無電柱化することは

できないか。個別の箇所を具

体的には記載できないと思

うが、そういった方向性も出

せれば良いと思う。 

 

・無電柱化事業は、秋田市無電柱化推進計画に基づき緊急

輸送道路を重点的に整備している状況であり、当面、そ

の方針を継続することとしており、伝統文化や観光で必

要な箇所での新たな実施は困難と考えている。 

・一方で、主要な観光資源周辺での景観形成は重要であり、

「②活気のある都市景観の形成－地域特性を生かした景

観形成」の１点目に、「主要な観光資源の周辺」を追記修

正した。 

【資料２：39 頁】 

 

 

11 無電柱化ではなく、電柱を

片側に寄せて対処すること

も考えられる。一方に寄せる

ということであれば、費用面

でも難しくなることもない

と思われる。 

 

12 「歴史・文化を生かした景

観形成」では、寺町一帯の社

寺林等の記載がある。この部

分では、市が取り組んでいる

方向性について、何らかの文

章が盛り込まれれば良いの

かなと思っている。 

 

・市は、地域住民等が主体となった緑地の保全活動に対し、

その活動を支援する立場にあり、ご意見のあった箇所に

ついては、前回委員会の内容のとおりとした。 

【資料２：40 頁】 

 

 

13 全体構想の「その他の都市

施設」の「その他」という表

現は見直して欲しい。印象が

良くない言葉だと思うので、

可能であれば検討して欲し

い。 

 

・「２－６．供給・処理施設等の整備方針」とした。 

【資料２：42 頁】 

 

 


